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1.　はじめに
（1）研究の背景と課題
　近年，インターンシップに関する話題がマスコミに取り上げられること
が増えてきている。これは2013年4月に安倍首相が成長戦略実現のために
「キャリア教育やインターンシップへの支援を強化」すると発言したこと
で，図表1のようにインターンシップを導入する大学が1996年の17.7％か
ら2014年には95.4％と急速に拡大してきたことに起因する1。
　政策的にも2014年に公布・施行された，まち・ひと・しごと創生法に
基づく「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は，毎年改訂されている。「ま
ち・ひと・しごと創生基本方針2016」では産学官で「地方創生インター
ンシップ事業」を推進することが提言され，2016年12月には方針の変更
が閣議決定されており，より具体的な政策パッケージ「2．地方への新し
いひとの流れをつくる」の中の1つとして，「地方創生インターンシップの
推進」が掲げられている。
　これまでインターンシップを実施している企業といえば，その多くが豊
富な経営資源を有する大企業であった。日本の企業の99.7％を占める中小
企業においては，大企業以上に社員の高齢化や事業承継の点から新卒採用
が喫緊の課題となってはいるものの，インターンシップを導入しても知名
度が低いため学生が集まらない，経営資源が不足するため現場の受入態勢
が整わない，インターンシップが採用に繋がらないなどの理由から，この
実施に二の足を踏んでいることが多いといわれている。
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図表1　インターンシップ実施校数・参加学生数の推移（平成8年度～平成26年度） 
出所：文部科学省［2016］7頁。
　一般にインターンシップというと採用や学生の就業体験を思い浮かべが
ちだが，企業がインターンシップによって得られるものは必ずしも採用に
関連することだけではない。しかし，これまでのインターンシップに関す
る研究のほとんどは，インターンシップの実施状況やインターンシップに
より学生が得られる効果など，学生を対象とした研究が大半を占めている。
つまり学生を受け入れる企業側の視点，特に中小企業の視点から分析され
た研究は非常に少ないのが現状である。これは中小企業でインターンシッ
プを実施している企業を見つけ出すことが難しく，かつ仮に見つけること
ができても研究者が企業との関係性を築けなければ企業内部に踏み込んで
実態調査することが難しいためではないかと考えられる。
（2）研究の目的
　そこで本研究では，調査事例が少ないインターンシップの受入れ先であ
る中小企業，中でもすでにインターンシップの受入実績がある中小企業に
焦点をあて，中小企業の経営者がインターンシップについて具体的にどの
ように考えているのかを調査・分析することで，中小企業のインターンシッ
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プの可能性について検討することを目的とする。本稿が先述した2016改
訂版にKPIとして記されている「地域創生インターンシップに参加する学
生を受け入れる企業の数を2倍（2016年　6,441社）」の少しでも役に立て
ばと考えている。
2.　インターンシップに関する先行研究
　まずそもそもインターンシップとは海外から導入された考え方である
が，その国内の歴史はどうなっているのか，そして学生がインターンシッ
プの結果として身につけることができると考えられている能力や，企業が
なぜ大学と協働してまでインターンシップを行っているのかについて，先
行研究をまとめる。その上で安倍政権における地域創生の流れの中でイン
ターンシップがどのように捉えられているのか確認しておく。
（1）日本のインターンシップの歴史
　まず日本のインターンシップについて確認しておこう。佐々木［2002］
によればインターンシップを現場実習とし，技術・職業教育の一部とする
発想は，1872年の学制ではすでに見られたという。しかし現代における
インターンシップは，単なる現場実習とは異なるものと考えられる。折戸
［2015］はわが国における「実践的教育の歴史は，必ずしも連続的・系統
的なもの」として語られるものではないと指摘している。これは医師養成
課程においては1946年に「インターン制度」が導入されたもののその後
廃止されてしまったにもかかわらず，その一方で，教育における教授法に
おいては，1973年に東京師範学校（現筑波大学）第1回卒業生による附属
小学校の実施練習にも，その起点をみることができるためである2。つま
り近年のインターンシップの拡大は，「新たな契機によって生じたものと
考えるべきもの」だと述べている。その新たな契機が1991年に経済同友
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会が発表した「『選択の教育』を目指して」である。これには教育提言と
して「教育界との相互交流の1つとして学生のジョブインターンへの支援」
が記されていたことから，これが端緒となって「インターンシップ」とい
う言葉が広く浸透していったとする。その結果として，1997年9月，当時
の文部省，労働省，通商産業省の3省合意による「インターンシップの推
進に当たっての基本的考え方」が発表された。ここで初めてわが国のイン
ターンシップが「学生が在学中に自らの専攻，将来のキャリアに関した就
業体験を行うこと」として定義されることとなった3。
　しかし，こうした日本のインターンシップは，米国によるインターンシッ
プとは随分と異なっている。折戸［2015］によれば，米国におけるインター
ンシップは，企業が企画・主催したプログラムに学生が参加するのに対し，
日本におけるインターンシップは，大学が学生のキャリア教育のために，
その内容を大学や企業，あるいは産学協働で考えたものの総称としている
点に違いがある4。国内に企業視点からみたインターンシップに関する研
究が少ないことの理由の１つは，こうした考え方の違いもあると考えられ
る。
（2）社会人基礎力とインターンシップ
　学生がインターンシップでの体験を通じて学べることは数多くあるが，
近年はインターンシップに参加すること自体が目的になっていることも多
い。そこで経済産業省は2006年に図表2のように「社会人基礎力」，すな
わち「職場や地域社会で活躍するために必要な基礎的な力」として3つの
能力と12の能力要素を提唱した。
　まず，1つめの能力である「前に踏み出す力」とは，「主体性」，「働きか
け力」，「実行力」を要素とし，一歩前に踏み出し，失敗しても，粘り強く
取り組む力であり，指示待ちにならず，一人称で物事を捉え，自ら行動
できるようになることを目指す。2つめの能力である「考え抜く力」とは，
「課題発見力」，「計算力」，「創造力」を要素とし，疑問をもち，決まった
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図表2　社会人基礎力
　　出所：経済産業省HP（http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/）。
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答えを導き出すこと以上に，自ら課題を提起し，解決のためのシナリオを
描く自律的な思考力を獲得することを目指す。3つめの能力である「チー
ムで働く力」とは，「発信力」，「傾聴力」，「柔軟性」，「状況把握力」，「規
律性」，「ストレスコントロール」を要素とし，多様な人々と共に目標に向
けて協力し，協調性だけに留まらず，繋がりや協働を生み出す力の獲得を
目指している5。
　そして，この社会人基礎力を学習する場を真に成長の場として捉え，「教
える側（教員）」，「関わる人々（社会人）」，「教わる若者（学生）」のそれ
ぞれがこれを活用することで，対話が促進されることを狙いとしている。
　社会人基礎力はこれまで大人へと成長する過程の中で自然と身につくと
考えられてきたが，現代においては，こうした能力を育成してきた家庭や
地域社会，部活動や集団活動などが機能しなくなってきている。そのため，
意識して育成しなければならない能力へと変化している6。それ故，学生
がインターンシップという能動的行為を通じてこれらの能力を身につける
ことは，学生，教員，社会人にとって有効であると考えられる。
（3）企業が感じるインターンシップの有効性
　日本におけるインターンシップが学生のキャリア教育のために拡大して
きたとしても，学生を受け入れる企業が存在しなければそもそもインター
ンシップは成り立たない。文部科学省・厚生労働省・経済産業省［2015］
は企業におけるインターンシップの意義として，①実践的な人材の育成，
②大学等の教育への産業界等のニーズの反映，③企業等に対する理解の促
進，魅力発信をあげ，さらに④各企業等の業態・業種または業務内容の理
解の深化による就業希望の促進，⑤受入企業等における若手人材の育成効
果，⑥企業等以外の人材による新たな視点等の活用，をあげている。しか
しこれらは，特に企業規模の違いを意識して提示されているわけではない。
　また，厚生労働省［2005］による「インターンシップ推進のための調
査研究委員会 報告書」によると，企業がインターンシップを実施する目
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的として，①学生の職業意識・学習意欲の向上，②実施企業の理解の進化・
イメージアップの向上，③採用選考，④繁忙期の労働力の確保などがあげ
られ，実施の効果として，①学生の就業意識向上，②大学や学生の自社の
認知度向上，③指導に当たる若手社員の成長，④地元の大学等との交流の
深化，⑤職場の活性化など，があげられている。この報告書では「インター
ンシップ実施企業としては，中堅・中小企業やベンチャー企業などが増加
している。また行政機関，NPO等での実施も進んできている」との記述は
あるものの，企業規模による感じ方の違いについては指摘されていない。
　更に，古閑［2015］や服部［2015］は中小企業におけるインターンシッ
プの事例として，前者は愛知県中小企業家同友会（以下，愛知同友会）を，
後者は神奈川県版インターンシップ・モデル事業と川崎商工会議所の川崎
インターンシップ事業と中小企業家同友会全国協議会のインターンシップ
活動について触れている。
　前者では，1997年から愛知同友会が中心となって取り組んでいるイン
ターンシップの取組みが2014年には会員企業39社とのマッチングを果た
したこと，2010年に実施した学生側，企業側のアンケートでは，学生の
約60％が「非常に有意義」，約36％が「概ね有意義」と回答し，企業の
37％が「大変有意義」，63％が「概ね有意義」と回答したと述べられている。
また，その後実際に学生と企業の間でどのような活動が行われていたかを
記しているが，そこでは個々の企業による活動の違いには全く触れられて
おらず，大企業と中小企業のインターンシップの違いとして「全体像を体
感し，近距離での経営者とのやり取りから学ぶことができること」を実践
的な中小企業のインターンシップの最大のメリットとしてあげているにす
ぎない7。
　また後者では2つの地域での事業紹介と，同友会が1998年から続けてい
るインターンシップ活動を通じて得られた成果と課題について簡単に触れ
ている。成果としては，①受入れに伴い，社内体制を見直し，整備する機
会となったこと，②在籍社員の業務遂行に対する仕事意欲や積極的な行動
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を喚起することにつながったこと，③学生たちの若い力が仕事の遂行に反
映したこと，をあげ，課題としては①学生に対する仕事担当の指導が十分
でなかった，という受入れ体制，②学生側の希望と企業側の期待のマッチ
ングの図り方，をあげているが，ここでも個々の企業による活動の違いに
ついては触れられておらず，大企業と中小企業のインターンシップの違い
として「大企業とは異なる受入れの特徴を個別の企業でどのようにつくっ
ていくか」を総合的な課題としてあげているにすぎない8。
　中小企業には様々な業種，業態があり，その規模，歴史は似ていても1
つとして同じ企業はない。加藤［2011］が指摘しているように「中小企
業の経営の現場は，時代の変化を反映しつつも，時代を先取りしている企
業，時代に取り残されている企業を常に併存させながら動いている」から
である9。この点を踏まえると企業視点でインターンシップの可能性を論
じるためには，個々の中小企業の事例としてインターンシップを捉えてい
く必要があると考えられる。
（4）地域創生の流れとインターンシップ
　2014年9月の第二次安倍改造内閣の発足後，地域創生の流れは，まち・
ひと・しごと創生本部の閣議決定により大きく変わっていく。
　まち・ひと・しごと創生本部は内閣に設置されている法定組織であり，
同本部は，2008年以降加速度的に進む人口減少と，それに伴う消費・経済
力の低下から，人口減少克服と地方創生をあわせて行うことで，将来にわ
たり活力ある日本社会を維持することを目指して設置された。なぜ，まち・
ひと・しごと創生なのかについては，人口減少問題は地域によって状況や
原因が異なるが，大都市における超低出生率・地方における都市への人口
流出＋低出生率が日本全体の人口減少につながっている。それ故若い世代
の結婚・子育て希望を実現することにより人口減少を克服するためには，
東京一極集中を是正し，地域特性に応じた処方せんが必要である，とその
理由を説明している10。国の長期ビジョンとしては，人口減少時代において，
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図表3　地方創生インターンシップ事業の概要
出所：まち・ひと・しごと創生本部事務局［2016］5頁。
図表4　地方創生インターンシップ事業の流れ
出所：まち・ひと・しごと創生本部事務局［2016］6頁。
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①東京一極集中の是正，②若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現，
③地域の特性に即した地域課題の解決の3点を基本視点とし，将来にわ
たって「活力ある日本社会」の維持を掲げ，地方創生は日本の創生に繋が
り，地方と東京圏がそれぞれの強みを活かし，日本全体を引っ張っていく
としている。また総合戦略では，基本的な考え方を①人口減少と地域経済
縮小の克服，②まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立におき，政策は
従来の施策の検証を踏まえ，自立性，将来性，地域規制，直接性，結果重
視の5原則に基づき，国と地方公共団がともに5か年の戦略を策定・実行
する体制を整え，アウトカム指標を原則としたKPIで検証・改善する仕組
みを確立するとしている。今後の具体的な施策の方向として4つの基本目
標を掲げ，①地方における安定した雇用を創出する，②地方への新しい人
の流れをつくる，③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる，④
時代に合った地域をつくり，安心な暮らしを守るとともに，地域と地域を
連携する，としている。
　インターンシップが地域創生に登場するのは，2016年6月に閣議決定さ
れた「まち・ひと・しごと創生基本方針2016」からである。同方針では
前述した4つの基本目標のうち，「若い世代の結婚・出産・子育ての希望を
かなえる」の中で図表3の「地方創生インターンシップ」事業が明記され，
「東京圏在住の地方出身学生等の地方環流や地元在住学生の地方定着を促
進するため，地方創生の交付金等を活用し，地元企業でのインターンシッ
プの実施等を支援する取組を産官学で推進する」としている。そして
2016年12月に閣議決定された「まち・ひと・しごと創生基本方針2016改
訂版」では，施策の基本目標は2つめの「地方への新しい人の流れをつくる」
に移り，図表4のとおり具体的な施策の内容として「地方創生インターン
シップ推進会議やシンポジウムの開催等を通じて，国民的，社会的な気運
を醸成するとともに，地方公共団体と大学が連携協力し，地元企業と大学
生をマッチングするほか，各地方公共団体が取り組む，地方創生インター
ンシップに関する産官学連携体制の構築支援や地方企業の掘り起し支援等
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を実施」するとし，具体的なKPIとして「地方創生インターンシップに参
加する学生を受け入れる企業の数を2倍（2016年　6,441社）」と明記して
ある。
　このように，インターンシップは現在まち・ひと・しごと創生総合戦略
の中に組み込まれており，地方創生のための具体策の1つとして位置づけ
られている。
3.　調査研究
（1）研究方法
　こうした現状を踏まえ，本稿ではすでにインターンシップの受入実績
がある中小企業の経営者に対し，１時間程度の半構造化面接法によるデ
プス・インタビューを行う。これにより，個々の企業の経営者の視点から，
インターンシップに取り組み始めた理由やインターンシップに組み込ん
だ自社らしさ，インターンシップの可能性などについて，定性的に明ら
かにする。
　経営者に対してインタビューを行うのは，インターンシップの導入を最
終的に判断しているのは経営者であり，経営者がインターンシップに何ら
かの有効性を見出しているからこそ，これを導入していると考えられるか
らである。またすでにインターンシップの受入実績がある中小企業の経営
者へのインタビューを分析することで，大企業とは異なる中小企業ならで
はのインターンシップの可能性や，地方の中小企業がインターンシップを
導入するきっかけを与えることができよう。
（2）調査対象
　先行研究を踏まえ本稿では，すでにインターンシップの受入実績がある
中小企業を調査対象とする。
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図表5　インタビュー調査実施企業
会社名 業種 代表者 住所 創業年 従業員数
地域貢献
認定年
調査日
1 株式会社大川印刷 印刷業 大川哲郎 横浜市戸塚区 1881年 36名 2008年 2016年10月4日
2 石井造園株式会社 造園業 石井直樹 横浜市栄区 1965年 8名 2007年 2016年10月11日
3 株式会社スリーハイ 製造業 男澤　誠 横浜市都筑区 1987年 9名 2009年 2016年10月18日
4 株式会社安藤建設 建設業 安藤竜一 横浜市磯子区 1917年 31名 2009年 2016年12月5日
出所：筆者作成。
図表6　調査企業のインターンシップ受入れ人数
大川印刷 石井造園 スリーハイ 安藤建設
2008 1
2009 2
2010 3 1
2011 6
2012 1 1
2013 3 4 7 3
2014 4 1 8 9
2015 6 7 11
2016 5 1 1 7
計 31 7 24 30
出所：筆者作成。
注：1　大川印刷は米国，韓国，中国，台湾からの外国人留学生4名と教員5名，社会人1名，高
校生4名の計14名を含む。
2　安藤建設は大学院生2名，短大生5名の計7名を含む。
　先行研究では中小企業家同友会のインターンシップ活動を例として取り
あげているが，同友会は個別企業の集まりであり，集約した意見を提示し
てはいるものの個々の企業による活動の違いには触れられていない。また
現実には中小企業においてインターンシップを実施している企業がまだま
だ少ないことは，地方創生インターンシップ事業で学生の受入れ先企業数
が2016年実績でわずか6,441社であったことからも確認できよう。
　こうした理由から，本研究では横浜市が自治体として実施しているCSR
認定制度で認定を受けた横浜型地域貢献企業の中から，インターンシップ
を実施している企業を任意に選び，調査を実施した11。そのため，一般的
なインターンシップを採用している中小企業より研究対象がかなり限定さ
れていることに留意されたい。
　なお，実際に調査を行った企業は図表5の4社であり，各社のインター
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ンシップ受入れ人数は図表6の通りである。
（3）インタビューの内容
　インターンシップ採用企業の経営者にインタビューをするにあたり，確
認した内容は，主に①インターンシップに取り組み始めた時期とこれまで
のインターンシップ生の数，②インターンシップに取り組む理由，③イン
ターンシップの具体的な内容，④中小企業におけるインターンシップの意
義，⑤インターンシップに組み込まれる地域性，⑥インターンシップに組
み込まれる自社らしさ，⑦中小企業ならではのインターンシップ，⑧中小
企業が求めるインターンシップの期間，⑨中小企業経営者が考えるイン
ターンシップの可能性について，である。
4.　調査結果及び分析に対する考察
（1）調査結果と分析
　①インターンシップに取り組み始めた時期とインターンシップ生の数
　まず，インターンシップに取り組み始めた時期とこれまでのインターン
シップ生の数を確認してみる。
　図表6から4社とも2014年のひと・まち・しごと創生法の公布・施行前
からインターンシップに取り組んでおり，大川印刷で9年，石井造園は毎
年ではないものの7年，スリーハイで5年，安藤建設で4年となっている。
またこれまで受け入れたインターンシップ生の数は大川印刷，安藤建設で
は30人を超えており，スリーハイも20人を超えている。なかでも大川印
刷は外国人留学生の受入れや社会人のインターンシップ生を受け入れるな
ど，多様な人材の受入れを行っている。なお，石井造園を除く3社に共通
しているのは，2013年以降のインターンシップ生の受入れが増加してい
ることであろう12。
横浜市立大学論叢社会科学系列　2017：Vol.68　No.3
206
　②インターンシップに取り組む理由
　なぜ，各社はインターンシップに取り組もうと考えたのだろうか。各社
の経営者の話を確認しておこう。
「2002年に社会起業家の調査研究を青年会議所でやって，社会起業
家といわれる人達がどういうものなのかということを勉強してたとき
に，そういったいろんな登場人物が出てきている中で，明治学院大学
の学生の取り組みを知ったのが，ETIC. 13のソーシャルベンチャーコ
ンペティションだったんですよ。でETIC.を知って，ETIC. って何だろ
う？　インターンシップっていうのをやってるけど，なんだそれは？
と思って，そういう学生さんが入ってきて，何か企業と化学反応が起
きて何か新しいモノが生み出されるんだというのをイメージしたんで
すよ。（中略）最初の学生がきたときには目的を社員さんに説明しな
かったんですが，2組目が来たときに上手くいかなくって。それで，（目
的を）明確にしようって掲げたのが，3つあって。まずは会社を元気
にする，2番目が若い人を教育できる人材になろう，そういった人材
育成を目指そう，3番目は自分が一番期待していた，最初っから期待
してたんですけど，学生さんのアイデアを事業化する，その3つだっ
たんですよ。それがきっかけ。」（大川印刷・大川氏）
　大川氏がインターンシップに関心をもったのはETIC.がきっかけであり，
導入の目的を明確に3点あげている。
 
「6年ぐらい前ですかね。インターンシップの全国大会みたいのが
あったんですよ，ETIC.さんの。その年は食のピクトグラムがでてい
た年だったんですよね，大川さんのところの。その年はAPECが開か
れた次の年（2010年）で。『これは学生がつくったの？』『凄いね，お
もしろそうだね』って話から。どうすればああいう子をウチに呼べる
の？って聞いたら，あの人に聞いてみたらって言われたのがETIC.の
207
柴田　中小企業のインターンシップの考え方－横浜型地域貢献企業へのインタビューから－
Aさんだったんですよ。」（石井造園・石井氏）
　石井氏は大川氏のインターンシップ導入をきっかけにETIC.の存在を知
り，インターンシップを始めている。
「ある会合でETIC.さんと知り合って名刺交換をしたら，ちょうど
ETIC.さんが企業にインターンシップを派遣しているよ，と。僕もそ
のときに悩んでいて，この地域でメイドイン都筑っていう都筑区が
やっている事業があるんですけど，それが花が咲かずイライラしてい
て，なんのためにやっているのかなと。もっと企業が連携すればもっ
といいものがこの都筑区でできるのに，と思っていて。そこにインター
ンシップを入れて，男澤社長の想いを大学生が代わりに話し続けるっ
ていうのはどうですか，と提案されたんですよ。それではやってみま
しょうか，ということになって」（スリーハイ・男澤氏）
　男澤氏もインターンシップ導入のきっかけはETIC.であり，行政が行っ
ている事業との関係の中で課題を抱えていた時期に，ETIC.からの提案で
インターンシップを始めている。
「丁度僕がその頃社長になって丸3年経って，4年目のときですね。
守破離って言葉がありますよね。最初の3年は先代のやり方やなんや
らを守って，その次はそのやり方を破って自分のスタイルをつくる，
いままでのやり方はすべて破ると。（中略）破るには何したらいいん
だろうって考えて，外部からの異物，たとえば学生を入れることで体
質改善を図ろうと考えたんですね。破って，いまは守破離の離に行っ
ている段階かな，と思っています。インターンシップは前々から
ETIC.さんのセミナーに顔を出していたら，ETIC.さんの方から目をつ
けられていたみたいで（笑）。丁度そういうタイミングのときにやっ
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てみようということになって。」（安藤建設・安藤氏）
　安藤氏も会社を親族から承継し，組織改革に悩んでいたところに，
ETIC.からの提案を受け，インターンシップに取り組み始めたという。
　調査企業を見る限り，インターンシップへの取組時期はそれぞれ違うも
のの，そのきっかけはETIC.であること，また認定企業の仲間の導入をきっ
かけに取り組み始めていることがわかった。導入にあたっては，各社それ
ぞれが自社に何らかの課題を抱えており，それを打開する可能性として
ETIC.からインターンシップを提案されている。
　③インターンシップの具体的な内容
　調査企業は各社とも業種も地域も異なり，共通点は横浜型地域貢献企業
というCSR実践企業であるという点だけである。各社のインターンシップ
の具体的な内容について見ていこう。
「今までいろいろなんですけど，製品開発・商品開発や，組織活性
とか。組織活性ではホントにだいぶ経ちましたけど，今も続いている
のがリサイクルコミュニケーションというのですね。そのインターン
生は，自分がやりたいと思い、スタートさせたプロジェクトがなかな
かうまくいかず断念。別のプロジェクトに切り替えたんですが、それ
は社内における環境整備の一環としてごみの分別を推進しながら、従
業員さん同士の対話も増やし、コミュニケーションを増進させようと
いう取組みで、いまだに継続してますね。」（大川印刷・大川氏）
　大川氏はインターン生に対し，製品開発・商品開発，組織活性と，学生
が自ら考えた提案を尊重した活動をさせている。
「まずはルーティンワーク，次に社会的なインパクトがあるような，
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ご褒美めいた，これをやることで結果として何か残せるような，石井
造園にインターンシップに来たときに，何か爪痕として残せるような，
イベント系のものをやらせるっていう2つですかね。ルーティンってい
うのは，朝7:20に出社するっていうことです。これはかなり辛いですよ。
学生にとっては。（中略）後は，社員と同じ制服でいるってことですね。
それから現場に出るか出ないかっていうのは，1日，2日程度でいいで
すが，社員と同じように扱うってことです。お先に失礼しますっていっ
ても，勤務時間内は会社にいるっていうね。」（石井造園・石井氏）
　石井氏はまず，自社が他社と異なり勤務開始が早いため，それをルーティ
ンとして行わせること，もう1つは「爪痕」と称した，何か記憶に残る活
動を行わせている。
「最初の1か月はOJTでいろいろとものづくりをやるんですけれど，
残りの後半は地域の活動だったり，営業と同行しながらお客さんを獲
得するということをメインにやっています。後半は結構大変で，学生
も泣いてますよ。学生は泣きますけど，こっちも正面でぶつかってい
るので，泣きますけれど，ちゃんとまたこっちに戻ってきますね。」（ス
リーハイ・男澤氏）
　男澤氏はインターンシップ実施期間の前半と後半で異なる活動を行わ
せ，前半はOJTでのものづくり，後半は地域活動や同行営業など学生にとっ
ては高いハードルを課している。
「会社の広報とか，地域に入っていくっていうのがメインですかね。
高知大学の子達がインターンに来たときにお願いしたことっていうの
が，地元の小学校とのコラボレーションっていうか，地元の小学校の
子供達に朝のおはよう運動っていうのをやらせたんですね。3週間ほ
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ど。（中略）学生が入ることによって，先生達だけじゃなくて，児童
と安藤建設とのつながりみたいな，パイプをつくってくれたんです。」
（安藤建設・安藤氏）
　安藤氏は，会社の広報活動や地域活動をインターン生に行わせ，学生に
地域と同社を繋ぐパイプ役を担わせている。
　調査企業は1社として同じ活動をしておらず，個々のインターン生の意
志を尊重しながらインターンシップの内容を組み立てていることがわかっ
た。唯一の共通点が「地域活動」であるが，これについても各社の業種の
違いもあり，実際の活動はさまざまである。
　④中小企業におけるインターンシップの意義
　調査企業は各社とも中小企業である。中小企業は知名度が低いため学生
が集まらないといわれているが，本稿で取り上げた4社はかなりの数のイ
ンターン生を受け入れている。その他に経営資源が乏しいため現場の受入
体制が整わない，インターンシップが採用に繋がらないなどの理由からイ
ンターンシップの実施に二の足を踏む企業が多い中，中小企業がインター
ンシップに取り組む意義とはなんであろうか。
「最近言ってるんですが，CSRがね，本来みんなが知ってる効果と
違う部分で，従業員さんが元気になるっていうのと同じように，（イ
ンターンシップも）採用とかではないんですよね。中小企業にとって，
まさに実践の場で若い人を受け入れることによって，自分達が鍛えら
れるっていう部分ですかね。（中略）中小企業の場合は，社長がそれ
を実感する，またとない機会，チャンスになると思うんですよ。学生
さんとそのままやりとりするわけですから。あと私が大事にしている
のは，学生さん達との接点をより多く，より深く持つことによって，
時流を見誤らないというか，時代の流れに敏感になれる。簡単にいう
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と若くいられる，なんかズレてしまわないように。つい分かったよう
な気になってしまいますから。」（大川印刷・大川氏）
　大川氏は，インターンシップの本質は採用ではなく，経営者を含めた従
業員の成長にあると述べ，将来の顧客となる学生を社内に置くことで彼ら
を身近に感じ，一緒に仕事に取り組むことで，顧客の考え方やニーズの変
化に敏感であり続けられることに意義があるとしている。
「新規事業には特に役に立つ，新規開拓・顧客開拓には特に役に立
つと思います。」（石井造園・石井氏）
　石井氏は，具体的には述べていないが新規開拓や顧客開拓など，中小企
業では既存社員が苦手でかつ臆することが多い業務をインターン生に担わ
せることができる点に意義があるとしている。
「中小企業ってしょっちゅう採用ができるわけではないんですよね。
人がいなくなってようやく人を探すみたいなことをウチもやってきてい
るので。そうした中で組織にどうやって風を起こしていくかということ
を考えた時に，やっぱり一番下に入った人がもう3年経ってしまってい
て。その彼を如何に成長させるかっていうことが，それが上の人が楽に
なっていくっていうか，期待していることだったりするので，そうする
と，中小企業におけるインターンシップっていうのは，まさに一番若い
人を育てる社員教育のために使わせてもらってたりしていますね。やっ
ぱり普段いろんな人に指示されている人が，今度は自分が指示するよう
になると，人に指示するっていうのが如何に難しいかと。それを知って
もらうっていうのが凄く大事かなと。」（スリーハイ・男澤氏）
　男澤氏はインターンシップを中小企業の採用問題と絡めてはいるもの
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の，採用が難しいからこそ社員教育の一環としてインターンシップを活用
することに意義があるとする。若手の教育が自身の成長を促す，それを知
る機会になるとしている。
「僕はさっきから話に出てますが，企業価値を高めるためっていう
か，あとは地域に必要とされる会社になりたいですね。」（安藤建設・
安藤氏）
　安藤氏は，中小企業がその企業価値を高め，地域に必要とされる会社と
なるためにインターンシップを活用することに意義があるとする。
　4社の経営者は，中小企業がインターンシップを活用する意義はそれぞ
れ異なるものの，自社にとって何らかの利点を見出しているからこそ，そ
れを導入している，と明確に述べている。
　⑤インターンシップに組み込まれる地域性
　調査企業は，横浜型地域貢献企業に認定されている企業であり，横浜と
いう地域に根差した活動を続けている。横浜というとみなとみらい地区を
始めとする都会的イメージが強いが，これらの企業が行うインターンシッ
プには横浜という地域性が組み込まれているはずである。各社のインター
ンシップにはどのような地域性が組み込まれているのだろうか。
「地域の課題解決型のインターンシップをやりたいという学生と，
地域の課題解決をしていこうという企業，ウチみたいにそれをボラン
ティアとしてやるんじゃなくて，本業としてやっていくっていう流れ
はもう当たり前になりつつあるのかな。そうするとインターンシップ
にも地域性が出てくる。横浜はでっかい田舎であったりとか，なんか
ブランド力はある割に，意外と結束がなかったりとか。そういった部
分をどう繋ぐのか，（中略）横浜ならではのやり方があるんだと思い
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ます。あるいは，これはETIC.にも提案したことがあるんですが，横
浜のインターンシップ受入企業の連携っていうのは，ほかの地域では
見られないんですよ。あまりない。（中略）経営者同士も中がいいので，
インターンシップ生が他企業に行っているインターンシップ生と仲良
くなったりするんですよ。」（大川印刷・大川氏）
　大川氏は地域課題解決型インターンシップは既に当たり前になりつつあ
るとし，その上で「でっかい田舎」である横浜という地域ならではの解決
策を模索している。例として地元横浜の経営者同士の繋がりがインターン
シップ生に与えている好影響について語っている。
「横浜もそうなんですが，働いている人たち，従業員や経営者が郷
土に対する郷土愛を学生にぶつける，あるいは誇りある地域，誇りあ
る郷土と感じている大人と会うことだと感じています。（中略）やっ
ぱり横浜最高だよね，って思っている安藤建設とか石井造園とか，ス
リーハイとかでインターンシップをしたほうが，そしてそこで働く人
達が本気で訴えかけて仕事をしていたとしたらそれは特色ある企業，
特色ある地域で学生が学ぶ意義となるんじゃないでしょうか。青年会
議所なんかで学ぶ中で，やっぱり地域愛，郷土愛ってあるんですね。
JCをやった人達ってそれなりに地域愛，郷土愛っていうのがあるので，
CSRのことを含め，JCをやってた社長のところに行くのがいいのかな，
という気はしています。」（石井造園・石井氏）
　石井氏は，インターンシップを受け入れる企業で働く従業員や経営者が
どのくらいその地域を愛し，誇りを感じているのか，それを伝えることが
地域性であるとし，大人達が本気で仕事をしている姿をインターン生に見
せていくことが大切だと説く。
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「いまやってる活動がそうなんですが，企業さんのところに僕たち
が訪問すると，相手から見ると企業としか見えないんですが，その間
にインターン生を介在させることによって変な翻訳が1回入って相手
に伝わることになるんですね。なんかそれがインターン生だからでき
る役割っていうか，インターン生が入るから地域活動が上手くいって
いる気がするんですよね。やっぱり，すぐ企業対企業だとビジネスの
話になっちゃうし，利益の話になるとお互いどうなの，ってことにな
りますけど，インターン生だとまぁ，一所懸命やってる姿をみんな見
てて応援してますので，そこでなんかこう，地域におけるインターン
生の役割ってその辺にあるのかなって。」（スリーハイ・男澤氏）
　男澤氏は，地域の中でビジネスの話を超えて企業が活動していくために
は，インターン生の役割が重要だと話す。インターン生の一所懸命やって
いる姿が利益に対するこだわりをなくし，周囲を巻き込んでいく，として
いる。
「当社は建設会社じゃないですか。建設会社が本業で，社会に対し
て繋がりを持つってことになると，我々の場合は保育園を作ったりと
か，老人ホームを作ったりとか，そういった福祉系の施設をつくるこ
とは本業として適えることはできるんですけど，地元における企業と
して地域に対してできることっていうのは，適わないんですよね。（中
略）学生が動くことによって新しいパイプができてきて，新しいパイ
プができることによってお互いの課題，パイプ先がもっている課題が
ほかのところにいけば，また別のカタチで解決できるとか，繋がりが
できてくる。地域のネットワーク作りっていうものがインターンシッ
プをやることによってできあがるって僕は思っているんですね。」（安
藤建設・安藤氏）
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　安藤氏は地元企業だけでできる限界を意識し，インターン生が活動する
ことで地域の中にネットワークが生まれ，そのネットワークにより地域課
題の解決が促進されるとしている。
　インターンシップの地域性については，大川氏と石井氏が，経営者や従
業員がいかに地域を愛し，誇りに思いながら仕事をしているのかを伝える
ことではないかとしているのに対し，男澤氏と安藤氏はインターン生の活
動が地域を巻き込む重要な役割を果たしているとしている。
　⑥インターンシップに組み込まれる自社らしさ
　本稿の調査企業は4社ともすべて業種が異なるが，中小企業は地域に同
業者が非常に多い。そうした中で各社はインターンシップの中でどのよう
に他社とは異なる独自性を表現しているのだろうか。
「結構反応がいいんじゃないかと思っているのは，ウチの会社はあ
の，とにかく長期インターンシップの歴史が他社さんに比べると2008
年からだから長いんですよ。何故それだけ多くの人が来てるのか，っ
ていうのを具体的にやった事例を話してあげたり，ホームページにも
載せてるわけですが，そうやって連携をして地域の取り組みになって
るんだっていうのがみんな分かってきてるんで，地域の方にも学生さ
んにも伝わって，認知度が高まってるんだと思います。（中略）だか
らインターン生といっても採用のためだけに考えるということはしな
いし，1人の人として扱うから，甘く見ない方がいいよ，厳しいよと。」
（大川印刷・大川氏）
　大川氏は自社のインターンシップの特徴をその歴史の長さとし，事例を
語ったり，ホームページに掲載することで地域の人達に周知した結果が現
在のインターンシップの実績に表れているとしている。また，インターン
生を未来の顧客だとして捉え，採用中心では考えてはいないとする。
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「経営理念をどう組み込むかですね。自分の会社はこういうことを
大切にしている会社なんだ，ってことを伝えていけばいいかと思いま
す。」（石井造園・石井氏）
　石井氏は，自社らしさとは，インターンシップの中に自社の経営理念を
どう組み込むかだ，と述べている。
「ビジネスではないような気がしますね。インターンシップでお預
かりした学生をちゃんと社会人として育てていくっていうところに結
構みんな重きをおいてやっているような気がするんですよね。社会人
になる前の段階で関わるっていうか，みんな彼らにお父さん，お母さ
んみたいな感じで接していて。自分達が変わるっていうことも結果的
にはあるかもしれないけど，インターン生にとにかく，何か知識だけ
じゃなくて，愛情をもってサポートしているような気がして。（中略）
ウチだと割とインターン生が，みんなが同じようにインターン生に，
なんというか，育成というか，文化というか風土というか，表現しよ
うもない独特の色というか，多分他の会社ではそこまではできていな
いのかな。石井さんとか大川さんとかやっているとは思うんですけど。
企業文化に近いんですかね。これまでも採用するなんてことは考えて
なくて。（中略）よく遊びにきますよ，卒業したインターン生が。家
族みたいに思ってくれているのか，家みたいに思ってくれているのか
わからないですけど。」（スリーハイ・男澤氏）
　男澤氏は「企業文化に近い」もの，すなわち「こんな会社が世の中には
あるんだよ」ということをインターン生に教えながらも，採用は考えてい
ないと話す。彼らに対しては両親のような気持ちで接しており，卒業後も
彼らが同社を訪れるのは，インターン生が同社を家，同社の社員を家族の
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ように思っているからではないかと述べている。
「かなり利他的なところでしょうかね。インターンで自分の会社に
利益を求めようとは動いていないんですよ。インターン生を外に出す
ことによって，ウチの会社にお金の面での利益っていうのは戻ってこ
ないものだと思っているので。ただ，利益という言葉を信頼とか信用
とかいうものに置き換えると，返ってきていると思うんですよね。杉
田の街に特化しているってところが，他の会社にできないところなの
かなと。」（安藤建設・安藤氏）
　安藤氏は自社らしさをより具体的に「利他的」と称し，金銭面の利益では
なく，信頼や信用といったものをインターン生を通じて得ていると話す。ま
た，より具体的に磯子区杉田に特化している点も他社とは違うと述べている。
　インターンシップに組み込まれる自社らしさとは，自社の経営理念，企
業文化を通じて，どのようにその企業が存在する地域で事業活動をしてい
るのかにある。
　⑦中小企業ならではのインターンシップとは
　インターンシップの受入企業といえば，一般的には大企業をイメージす
ることが多い。本稿の調査企業は中小企業が対象であるため，インターン
シップを実施する際には，大企業と異なる視点でインターンシップを行っ
ていると考えられる。中小企業の特徴を活かしたインターンシップとはど
のようなものであろうか。
「社長と二人三脚とか。社長と一緒に過ごす時間が豊富にあるって
ことですかね。それが一番大きいかな。だからこそ，関連することで
すが，他の会社の社長とも仲良くなれるってことでしょうか。大企業
では絶対無いですからね。」（大川印刷・大川氏）
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　大川氏は，「社長と過ごす時間」の多さと，複数の社長と接する機会を
あげている。
「何か企画するときに，働く大人の背中を見せるっていう意味でルー
ティンは大事なんですけど，それ以外で新企画みたいのを作りやす
いっていうのがあると思います。大企業よりね。」（石井造園・石井氏）
　石井氏は，中小企業だからこそ，経営者までの階層が短いため，新しい
企画を実現しやすい点をあげている。
「わりと事務的にインターン生を受け入れて，はいどうぞ，という
のではなく，基本的には3週間から6か月の長期でないと，こちらも受
け入れたくないようなそんな気がしています。中小企業だからこそ，
こうした長期ができるのかもしれないなぁと。大企業だったらどうな
んでしょうか。大企業だと何をやっているか分からないままのような
気もしますし。中小企業だと6か月間来てもらえれば全部分かっちゃ
いますし，全部教えてますしね。大企業だと一部門にしか配属できま
せんからね。（中略）3か月くらいいると一通りのことが学べるってい
うのは，中小企業がコンパクトだからっていうのもありますね。中小
企業だからこそ会社全体が見えるというか。」（スリーハイ・男澤氏）
　男澤氏は，「中小企業だからこそ会社全体が見え」るため，半年いれば
企業の基本的な事業活動がほぼ全て体験できる点をあげている。
「中小企業ならではのインターンシップっていうのは，学生もそう
ですが，ダイレクトに社会経験が学生には伝わるし，で，学生を教え
るとか下の人間を指導することに慣れていないんですよね，企業側も。
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若い人を育てようと思ってもなかなかできないっていう。人がいませ
んから。そういう免疫をつくるためにも必要なのかなと。後は若い人
材がなんでこんなことを考えているのか，っていう気づきを与えた
りっていうのがありますね。」（安藤建設・安藤氏）
　安藤氏は，学生との関係が社員に気づきを与える点をあげている。
　中小企業ならではのインターンシップとは，社長との接触機会の多さや
企業の全体像が確認しやすい，企画の実現しやすさといった学生からの視
点と，社員への気づきの提供といった企業からの視点の2つがあり，いず
れも組織規模の小ささを効果的に活かしている。
　⑧中小企業が求めるインターンシップの期間
　2016年10月29日付の日本経済新聞では，経団連が現在「5日間以上」と
しているインターンシップの開催日数の下限を廃止し，1日から認める方
向で検討中であるとし，大企業におけるインターンシップは超短期に変わ
りつつある。大企業と比べて経営資源が少ない中小企業はどのくらいのイ
ンターンシップの期間が適切であると考えているのだろうか。
「やり方次第だとは思うんですが。あと，人次第ですかね。もちろ
ん教育する側の問題もありますが。なんでそう考えるようになったか
というと，基本は例えば半年間あると，最初来て仕事をワクワクして
やって，それで壁にぶち当たって挫折を味わうことになる。それを学
ぶっていうのもひとつなんだけど，かといって3年間教員のインター
ンシップを引き受けてきて，5日間で何ができるんだ？と，1年目は思っ
たんですよ。2年目にはびっくりしたのは本人とその上司もそうかな，
まず最初から違っていたんですよ。（中略）ホント人次第ですね。」（大
川印刷・大川氏）
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　大川氏は，半年間を理想としながらも，基本的には受け入れる人材次第
で日数は変わるとしている。
「3か月，毎日かな。学生達はしんどいかもしれませんがね。企業
からするともっと長くてもよいと思います。」（石井造園・石井氏）
　石井氏は，3か月という期間だけでなく，「毎日」の継続が重要であると
している。
「やっぱり，3か月から半年でしょうか。6か月間をずっとやってき
たんですが，いろんなところからインターンシップをやってくれと言
われるようになって。短いと3日なんですが，3日だと物足りないし，
お客さんになってしまって，こちらがどう接してよいかわからなく
なってしまうんですよね。中学生の職場体験と同じで，じゃ，まずそ
こを片付けてみようか，というところから始まって。コミュニケーショ
ンを取り始めたら終わっちゃうっていうね。（中略）来る学生も一生
懸命学ぼうと思っているんですけど，なかなか3日間で何をさせれば
いいのかって，無かったりするんですよね。どうしても3日よりも，
最低でも3週間はほしいなぁと。」（スリーハイ・男澤氏）
　男澤氏は，中学生の単なる職場体験ではないのだから，最低でも3週間
は必要で，3か月から6か月が理想であるとしている。
「どうだろう。僕は短ければ短いほど本気でやろうと思うと大変だ
と思うんですよね，本気でやるんだったら。ただお客さんとしてお迎
えしてやるんだったら，短いほうが，その間，辛いのかもしれません
が。長期のほうが楽ですね。楽というか，やりがいがありますね。期
間はお勧めは僕は6か月ですね。3週間の子とかもいますけど，お勧め
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は6か月。長期のインターンをやるのが一番いいと思います。長いと
いろんな繋がりができると思うんですよ。失敗するのが大切ですし。」
（安藤建設・安藤氏）
　安藤氏は，いろいろな繋がりや失敗の大切さを学ぶためには，本気でや
るなら6か月を勧めるとしている。
　4社の経営者は，全員がインターンシップには3か月以上の長期期間が
よいとしており，大企業のインターンシップが超短期の1日に変わってい
こうとしている点と比較すると非常に興味深い。
　⑨中小企業経営者が考えるインターンシップの可能性
　最後に，一般的に中小企業はインターンシップが採用に繋がらない等の
理由からこれを実施していないところが多いが，中小企業の経営者はイン
ターンシップにどのような可能性を見出しているのだろうか。
「地域の大学と学生さんと地域企業が，もっと，もっともっと深く
付き合いながらインターンはできると思うんですよ。それがまだでき
る状態に中々そうならないのには理由があって，企業側も理由がない
わけではないんですが，（中略）。やっぱり問題は教育のほうが大きい
のかなと。大分変わってきましたが，誰かに言われたんです。当たり
前なんですが，大学で経営学を教えている先生たりとて，その先生方
が学んできたのは大企業の経営なんですよね。だから中小企業の経営
だったり，地域企業の経営については，何も教えられないわけじゃな
いですか。教えられないのに，教わる側がそっちに関心を持つわけが
ないのであって。特別な人しか関心を持たないじゃないですか。（中略）
地域の大学あるいはその大学の施設がある拠点の付近にある企業に大
学の先生，それから学生課，就職課の事務員と学生さんと一緒になっ
て地域企業を巡るツアーをやるとか，そうやって現実をみることで，
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インターンシップの内容も変わるし，地域経済も変わると思うんです
よ。」（大川印刷・大川氏）
　大川氏は，インターン生が中小企業の有する地域性から学べることは多
いが，これは地域の大学と連携してこそ発揮できるものの，大学側にそれ
ができる人材が少ないと話す。
「経営革新ですね。外からの異物が入ってくると変わるってことで
すかね。」（石井造園・石井氏）
　石井氏は，インターンシップの活用は企業の経営革新に繋がるとする。
「そうですね。中小企業は人数が少ないので，インターンシップ生
が来ると分母の中にちゃんと入っていって，自分の役割みたいなもの
もそれなりのパーセンテージがあるんですよね。大企業だと1000人ま
たは2000人の中の1人ですが，中小企業だとウチなんか10人ぐらいし
かいませんから10分の1が11分の1になったりして。そうするとやっ
ぱり，何か責任をもってやってもらいたいという気持ちになりますし，
中小企業だとなんかこう任せたくなりますね，なんか業務をね。大企
業では歯車の１つになってしまいますが，中小企業はやっぱり人数が
少ないですから責任もありますけど，社長が常に近いところにいて声
も届きますし，社長と近い分怒られたり，発見も多かったりすると思
います。それが多分中小企業の一番の魅力だと思います。」（スリーハ
イ・男澤氏）
　男澤氏は，中小企業の従業員数の少なさがインターンシップ生に責任を
与え，社長との距離の近さが様々な発見に繋がっていると話す。
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「可能性は無限大でしょうか。答えを求めなくていいってことから
考えると。たとえばアルバイトとかを雇うんであれば生産性を求めま
すよね。どうしても時給が発生する訳ですから，時給に対する対価と
して利益を考えると思うんですが，インターンの考え方っていうのは，
基本的に無報酬っていうのが根本にあるので，インターンが来ました，
1日中席に座っていました，何もしていませんでした，パソコンをずっ
と眺めているだけで終わりました，ってなってもそんなことで文句は
いいません，いいようがない。（中略）なので，その子が自分なりに
考えて動こうっていう気持ちにならないと，難しいかなと。要はそう
いうことによって，全然考えてもいないことを考えてくれたりだとか，
全然予想もしないモノを拾って持って帰ってくるみたいなところがあ
るんで。引き出しをつくってくれるっていうか，宿題をもってきてく
れる，そんなイメージに近いのかな。だから副産物なんです。」（安藤
建設・安藤氏）
　安藤氏は，インターン生にもともと生産性を期待していないことが，彼
らの無限大の可能性を引き出すとする。
　インターンシップに対し，4者4様の可能性を見出しているが，大川氏，
男澤氏は，学生の視点から，石井氏，安藤氏は企業視点からの可能性であ
ることから，経営者により視点が異なっている。
（2）考察
　今回調査を実施した4社は，横浜型地域貢献企業というCSRを実践する
中小企業であるが，全社ともETIC.がインターンシップのきっかけとなっ
ていた。ETIC.は国内で長期実践型インターンシッププログラムを開始し
た草分け的存在であり，同社の活動が地に足が着いた活動であることがこ
うした点から見て取ることができた。各社インターンシップの開始時期は
それぞれ異なるものの，従業員数が30名程度の大川印刷や安藤建設，従
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業員数が10名以下の石井造園やスリーハイでインターン生を30名近く受
け入れてきたことは，中小企業がインターンシップを導入しない理由の1
つであるといわれる「経営資源の不足」という見方を覆しているといえる
だろう。
　これらの企業がインターンシップを実践する目的は，組織の活性化，従
業員の教育，学生のアイデアを活用した新規事業の立上げ，地域と繋がる
際の代弁者など，企業がその時々で直面している課題を，外部の若い力を
活用することで打開したいという経営者の想いがその原点にある。また，
大企業ではなく，中小企業があえてインターンシップに取り組む意義とし
ては，実際にこれを実践している経営者は，人材の採用というよりは，む
しろ従業員教育や従業員の成長にあると考えている。既存の組織の中にイ
ンターン生という異物が加わることで，個々の従業員に変化が生じ始め，
それにより組織が活性化し，従業員自身の成長に繋がっていくのである。
ただし，従業員にこうした考えを理解させるには，何度も何度も取り組む
ことで，変化を実感させていくことが必要であろう。
　また，個々の企業でインターンシップの目的が異なるため，当然，そ
の具体的な実践内容も異なっている。こうした中で各社に共通している
のは，インターン生の意志を尊重している点と，地域活動を原点として
いることである。これは各社が横浜型地域貢献企業という地域に根差し
た活動を続けている企業であり，横浜という「でっかい田舎」を地域愛
と誇りをもって支えているからと見なすと分かりやすい。横浜に関係が
薄い者からすると，横浜はみなとみらい地区のイメージが強く，東京の
ように都会と感じている者が多いが，実際にそこに生活し，働いている
人はそうしたイメージをもっていないことが多い。だからこそインター
ンシップでは，企業やそこで働く大人達が仕事を通じて地域と結びつい
ている姿を学生に見せていくことが，インターンシップに組み込むこと
ができる地域性ということになる。更に，インターンシップに組み込ま
れるその企業らしさとは，地域性と各社の経営理念，企業文化との関係
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である。中小企業はその立地する地域との関係なくして存在することは
できない。ステークホルダーである従業員や顧客の多くは，地元の人達
だからである。そのため中小企業が地域との関係性を軽んじれば，その
企業はすぐに事業継続が立ち行かなくなってしまう。だからこそ，各社
の存在意義を定めた経営理念と地域との関係を学生に示していくことが，
自社らしさに繋がってくるといえるだろう。
　よく言われるように，中小企業は大企業と比較して規模が小さい。その
利点を学生に分かりやすく示すことが，中小企業ならではのインターン
シップといえる。すなわち，社長との接触機会の多さと企業の全体像が把
握しやすい点である。接触機会の多さは新規企画の実現しやすさとなり，
全体像の把握しやすさは企業の事業活動の理解に繋がる。また，インター
ンシップの実施期間は，大企業では採用を意識して短くなる傾向にあるの
に対し，今回の調査企業は4社とも3か月以上の長期期間を望んでいた。
一般的に中小企業は人的経営資源が不足しているため，インターンシップ
期間の長さに関わらず人材を割く必要があるのなら，短期より長期のイン
ターンシップを行うことが，企業にとっても学生にとっても有意義である
と結論づけた結果だと思われる。すなわち，学生にとってインターンシッ
プは企業の実践を学ぶ場であり，中小企業にとっては人材不足を補う手段
の1つと捉えれば，長期インターンシップが有効ということであろう。
　これらの点を踏まえ，各社の経営者がそれぞれ異なるインターンシップ
の可能性を示していることから，中小企業にとってインターンシップは，
企業ごとにその目的や意義は異なるものの，様々な可能性が存在している
といえるだろう。
5.　今後の展開
　今回のインタビュー調査から，これまで漠然と想像されていた中小企
横浜市立大学論叢社会科学系列　2017：Vol.68　No.3
226
業でのインターンシップがより具体的なものとなってきた。中小企業は
100社あればその全てが異なるといわれるように，多様性がある。それ
故，「このようにすれば，こうなる」といった法則性を導き出すことは非常
に難しい。しかし，企業規模に関わらず，実際にインターンシップに取り組
み，その実績を残してきた企業の声を聴くと，経営者の地域に対する強い想
いから生まれる実行力や継続力が成果を生み出してきていると考えられる。
　インターン生の活用法として，男澤社長や安藤社長が示した地域と企業
のパイプ役は，異なるコミュニティを繋ぐという意味で， Wenger［1998］
のいう異なる実践コミュニティを繋ぐ「ブローカー」であると考えること
ができる。企業で働く人は，一個人として地域のコミュニティに属してい
ても，会社の従業員として地域のコミュニティに溶け込むことは容易では
ない。それは企業としての仕事が直接地域の仕事と結び付くことが少なく
ないからであろう。しかし先に述べたように，中小企業は地域との関係な
くして存在することはできない。今回の調査対象である4社は横浜型地域
貢献企業として，地域と密接な関係を築いてきた企業でもある。しかし，
こうした企業でさえ，地域と自社といった異なるコミュニティを繋ぐこと
は容易ではない。その繋ぐ役割をインターン生に担わせることで，地域，
企業，学生が上手く結び付いていくと考えられる。
　本稿は，実際にインターンシップを実施している中小企業の経営者にイ
ンタビューを行い，企業の立場から考察している点で，一定の示唆を提供
できたといえるだろう。しかし課題も残されている。
　まず調査対象企業を横浜型地域貢献企業に限定したため，今回の考察が
かなり限定的であるという可能性は否めない。今後はこれら以外の企業で
インターンシップを実施している企業にも調査対象を広げて調査，検討し
ていく必要があろう。また，今回は経営者へのインタビューを中心に企業
の視点からインターンシップについてまとめてきたが，実践の現場でイン
ターン生を指導する立場にある従業員の視点からも，インターンシップを
考察する必要があるだろう。
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【注】
1 95.4%は，インターンシップを単位認定している大学等と単位認定はしてい
ないが，学生の参加状況を把握・関与している大学等の合計。
2 医師養成課程における医学部卒業後1年以上のインターン実施義務は1968年
の医師法の改正により，廃止されている（折戸［2015］9頁）。
3 古閑［2015］によると，「日本では，インターンシップは主に辞書でいう“身
分”と“期間”を指し，学生が在学中，企業等の支援を受けて就業体験を行
う意味」で用いられるが，アメリカでは「大学のイニシアチブの有無，実施
期間，実施形態等によってインターンシップと称するかどうかを区別する場
合もある」という（12頁）。
4 折戸［2015］13・14頁。
5 リベルタス・コンサルティング［2014］i・ii頁。
6 経済産業省［2006］i頁。
7 古閑［2015］34-36頁。
8 服部［2015］35-40頁。
9 加藤［2011］3頁。
10 内閣官房，まち・ひと・しごと創生本部事務局［2015］1頁。
11 横浜市は2007度より市内で社会的事業に取り組んでいる企業を顕彰する横浜
型地域貢献企業認定制度を実施している。柴田［2013］によると，この制度
の特徴は、次の9点に集約できるという。「1つめは、この制度は横浜市とい
う限定された地域を志向したCSRに取り組む企業を行政が評価・認定すると
いうこと、2つめは、この制度を実施しているのが横浜市経済局の外郭団体
である公益財団法人横浜企業経営支援財団（横浜市中小企業支援センター）
という公的機関であるということ、3つめは、この制度における評価基準は、
横浜市と横浜市大CSRセンター LLPとの協力のもとに作成された横浜市独自
の規格であるということ、4つめは、この制度は、制度設計者である横浜市、
企業の代表として横浜商工会議所、民間の代表としてNPO法人横浜スタン
ダード推進協議会、規格設計者として横浜市立大学CSRセンター LLP、実施
団体として公益財団法人横浜企業経営支援財団の5者が様々な側面から相互
に協力し合い、定期的な会合を行いながら運用されているということ、5つ
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めは、この制度の認定は横浜型地域貢献企業認定規格（以下、認定規格）に
基づいて行われており、この規格だけで、小規模企業から大企業まで対応し
ているということ、6つめは、認定の仕組みの中で、CSRマネジメントシステ
ムの構築、運用を求めているということ、7つめは、認定の客観性を担保す
るため、研修を受け、試験に合格した外部評価員による評価制度を採用して
いるということ、8つめは、認定期間に期限を設け、「更新」の仕組みを取り
入れているということ、9つめは、横浜市の公共工事発注における優遇、な
どである。」また，石井造園，大川印刷のCSR活動については，齋藤［2015］
がまとめており，両社のインターンシップ活動が認定の上で評価されている
ことを記している。
12 石井社長によると石井造園のインターンシップ生が増えないのは，同社が駅
から徒歩20分以上かかる場所にあること，就業時間が7:30からであることに
主な原因があるという。インターンシップ生は必ずしも会社の近くに居住し
ていないため，学生によっては通勤に2時間以上かかっていたという。
13 NPO法人ETIC.。代表理事は宮城治男氏。1993年に早稲田大学にて起業家を
目指す学生が集まり，当初は勉強会として設立されるが，2000年に法人化さ
れた。1997年に長期実践型インターンシッププログラムを開始している。
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